
サンパウ ロ州の林業とその問題点

九大農 長 正 道

は じ め 尻

南米大陸の東海岸に大きく胸をふくらませた格好でその 47％の大地， 8,51 1,9 6 5凪の国土を擁する

プラジル。日本のおよそ 23倍の面栢に相当するそのプラジルの中で教育，文化，工業，そして経済の中

心を為すといわれるサンバウロ州は四経46度，南緯23度の南回婦線上にある州都サンパウロ市を軸に

扇状の！感じで北西（内陸部）に向って展って位骰しています。州の面梢 24 7,8 9 8届，ほぽ日本の本州の

広さを有するサンバウロ州もその

人口の大部分はサンパウロ市を中

心に東海岸の大西洋岸沿いに集中

しており，内陸部に人るにしたが

いプラジル特有の広大な大地が延

々と果てしなくつづいているとい

った状態を呈しています。 この状

態はサンパウロ小liに限らずプラジ

ル全体にみられる現象のようです。

プラジルは 23州の州より成って

いますが，大きくは北伯部(Norte),

東北伯部 (Nordeste)，中央西伯部

(Centro Deste),南東伯部(Sud⑤te)

および南伯部（ Sul)の 5地区に分

けられており，また気候的には赤

迎ドを中心に南緯 I0度位までの

熱爛•地域，南緯 I 0度付近から南

回叫線辺りまでの亜熱忠地域，亜
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‘熱ヽ ！if・地域以南の温帯地域の 3地域に分類されています。そして文化，経済，商工業のすぺてにわたって南

東伯部，南伯部がその中心となっているかの感じです。プラジルの総人口 1倍 l千万人の大半もここに佑

巾しているといわれています。そんな中でサンベウロ州は南東伯部，亜熱術地域に位置しており，サ

ンパウロ州の林業もそんな位骰的悶境の中で営まれているといえます。そのサンバウロ州に対し

林業研究Ihi)J(IE式にはプラジル困サンパウロ林業研究技術協力計圃）が 5カ年計画で I9 7 9年4月から

スタートしています。林業研究rii)]は流域菅理，機械化伐出，リモートセンンングおよび小径材利用の 4

部門からなっており，不ムはその中のリモートセンンング部門に対しJIC A (国際協力事業団）の長期導
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門家として 19 8 1年4月から 2年間の予定で家族と共にサンパウロ州にやってきております。サンパウロ

州の林業といっても広大な州内に広く散在しており，その中の極く一部分しか接しておらず，加えて林業

の実際面に対しては乏しい知識しかありませんので，それらの実態や問題の本質に触れることは私の及ぷ

ところではありませんが，今までに私の知り得た知識の範囲で見たこと，慇じたこと等を簡単に述べてみ

たいと思います。

サンバウロ州の林業のあらまし

先ずサンバウロ州の林業のあらましについて触れてみたいと思います。サンバウロ州の面茄 24 7, 8 9 8 

届に対する林地総面積は l9 7 3年公表の資料によれば5.03 5,0 7 0 ha,州面枯に対する比率は 20.3％とな

っており，その内訳は表に示すとおりです。なお，林地総面枯に対するそれぞれの比率は，天然林 4l.2 % 

天然性 2次林（ Capoeira) ・亜高木林 (Cerradao)・低木林 (Cerrado)・低木草原(CampoCerrado痔

のいわゆる低木散在地 45.2%,草原 0.9%,および人工林 12. 7％となっています。 また人工林の内訳は

ユーカリ 49 0, 5 6 0 ha (7 6.5%),マツ l4 2,0 7 0 ha (2 2.1 %),その他 8,7 9 0 ha (l.4%)となっており，

人工林の中に占めるユーカリの比率が圧母的といえます。

区 分 面 栢 比 率 州面利iに対する比率

Primitive Forest 2,069,920 ha 4 1.2 % 8_3 ％ 

"Capoeira" 1,241,090 2 4.6 5 0 

“C̀ errad~ao " l O 5,3 9 0 2.1 0.4 

‘‘Cerrado ’’ 7 8 4,9 9 0 I 5.6 3.2 

"Campo Cerrado " 14 8,3 9 0 2.9 0.6 

Grassland 43,870 0.9 0.2 

Reforestat10n 6 4 1,4 2 0 I 2.7 2.6 
-----

計 5,035,070 1 0 0.0 2 0.3 

そのユーカリは今からおよそ 80年程前にオーストラリアから導入され，視在では Bucalyptuscitno-

dora, E. saliguna, E. maclata, E. grandis, E. du1mii, E. cleziana等，約30種が造林されて

いる由です。その施業法は植栽後5~I 0年，逍常 7年で皆伐され，以降 2回， 2~3本の萌芽更新と伐

採が深り返される，という方法がとられています。伐採時の樹高 I5~2 om,胸高直径 I5~2 5 cm, 

ha当り本数 1,60 0~2,000本， ha当り落柏 200~350戒，主な利用はバルプ原料，燃料が殆んどで，

一部丸太のまま屯柱材や建築材に用いがれているようです。

マツは 19 5 8年から 19 6 5年にかけて屯として北米および中米の Pinuselliottii, P. taeda, P. ca-

ribaea,P. khasia, P-oocarpa, P. bahamensis, P. patula, 等が祁人され人工造林がすすめられて

います。その歴史は 2 0 年前後と浅いにもかかわらず旺盛な '1:•長のためサンバウロ州の奨励品種とされ，
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平地林に対する機械化（植林用穴堀機械）造林の可能性もあって州有林を中心に州内各地に広大な大面積

造林地がみられます。 ha当り植栽本数は 2,0 0 0~4, 0 0 0本， 25年伐期，伐採時本数ha当り 25 0~  

3 0 0本を目標に，第 1回目間伐8~9年目 30~5 0 %（平均 40 %),以降， 8~9年目毎に 40 % 

平均の間伐が計画されているようです。しかし最近は間伐材の需要（売れ行き）が行き詰っており，一方，

経費節減の必要もあって植栽本数の再検討による間伐回数の減少化が試みられています。その主な利用は

間伐等の小径材は燃料材に，中径木以上の主伐材はパルプ原料や箱材，板材，柱材，および燃料材等に供

される模様のようです。といってもマツの場合，伐期に達している林分は未だ殆んどないようですが……。

林業研究協力の概要

サンパウロ州は年平均降雨量 I,5 0 0皿，気温は山地で 10℃，海岸低地および内陸低平地 20℃，丘

陵・波丘地 l7℃となっており，比較的良好な土壌にも恵まれ，本来はほぽ全域がMataと呼ばれる亜熱

帯の原生林（多種の広葉樹が混った高木林）で裂われていたといいます。この原生林は l5 0 0年 8月，

ポルトガル人によるプラジル大陸発見とその占有以降，染料木である Pau-brasil(プラジル産豆科の木で，

後にこれが国名となる）の採取やサトウキピ，ゴムの栽培で開拓がすすめられていますが，その後， 1850

年頃から始ったコーヒー栽培により，その当時で州全体の 80％以上を占めていたMataが次々に伐採さ

れ，現在では僅か8.8％にまで激減してしまっています。コーヒー栽培は大面秘のMataを焼き払い，そ

こにコーヒーを植え，数年を経て地力が消耗したらさらに次のMataに移行し，跡は放置する，放置した跡

地は草が生え放牧に供される，これも何年間かの後は荒廃を来たす，といった極めて粗放的，略奪的農法の

ため地力の減退が甚しく， l0~  1月の雨期に集中する降雨と相侯って，土地の崩壊，土壌流亡，ェロー

ジョン等が激しく，河川の汚濁．，下流域の洪水発生と共に，生活用水，工業用水の不足，ぉよび乾期にお

ける悶業用水不足の大きな原因ともなってきました。

このような経緯にもとづき，治山治水のための流域管理を対象にサンパウロ州政府（農務局）の度重なる

要請を受け，林試・中野秀章防災部長により数年に亘る予備関査と現地指導が行われ，これが契機となっ

て此度の林業研究協力となったという経過を辿っています。したがってその主軸は治山治水を目的とする

流域管理を中心に，人工造成地における間伐材や主伐材搬出のための機械化伐出，搬出された材，とくに間

伐材，小径材の有効利用のため小径材利用，および広大な林地が対象となる各種森林調査のためのリモー

トセンツングの 4部門によりプロジェクトチームが組まれ，林試，林野庁等を中心にプロジェクトチーム

のリーダーをはじめとする長期，短期の各専門家がプラジル（サンパウロ州）側カウンターパートに対し

、 研究指群，技術指群をすすめているというものです。リモートゼンンングは具体的には中縮尺空中写真の

判読測定による流域管理のための地形解析法，蓄積•生長籠推定，面積測定，その他の森林調査法等を主

任務としてリモートセンンング部門に課せられています。なお，このリモートセンツングでは林試航測研

究室の樋渡幸男氏による詳細な現地事前調西賓料が研究指罪上の有益な指針となっています。
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森林院の機構

林業研究協力における各部門の専門家にはそれぞれ 1名ないし複数名のカウンターパート (Counterpart,

プラジル側の責任者）がついています。専門家は直接にはこのカウンターパートに研究指導，技術指導の

各指導（移転という）を行なうンステムになっています。これらのカウンターパートはすべてサンパウロ州

森林院のエンジネイロ (Engenheiro，技師）が任命されています。エンジネイロには全員大学の専門課程

または大学院 (MC)を了えた人で，プラジルでは最高レペルの身分と待遇が保障されている人たちです。

ここで簡単に森林院の機構について触れておきたいと思います。森林院はサンバウロ州政府の農務局天然

資源調整部に所属し，鉱物および地下水・植物・水産と共に 4部門の一つとして組織されており，名称は

lnstituto Florestalとなっています。言葉どおりに直訳すれば森林研究所となり，これは日本での都道

県立の林業試験場に相当するかと思います。森林院内の構成は，庶務・会計等の事務部門をはじめ図書部・

印刷部・木工部・機械電気部等，多岐に亘っていますが，その中で試験研究関係では，木材・野生鳥獣•森
林生態・機械・外来樹種・資源調査・育種・病虫害・造林，の 9研究部から成っています。この試験研究

部門と共に，模範林および試験林 31，苗畑 6，保安林 29，州立公園 llを含め，州内林地総面積の9.9

％ （州全体に対する比率 2.0%)に相当する 49 9, 0 0 0 ha (1 9 7 3年）の州有林も管理しており，各研究

部 1～数名を含め試験林等と合わせ 80名のエンジネイロ，および50 0名の助手， 1,600名の作業員の

スタッフを擁しています。なお，エンジネイロは毎月 1~2回の定例打合会と合同研修会（研究発表等）

が行なわれており，およそ 170の研究項目に対して試験研究がすすめられていると報告されています。

サンパウロ州の林業の問題点

サンバウロ市から西へ88 0/an余程入り込んだAguasde S~rt ara という小さな田舎町にある面積

5,000 haの州有林を対象に，私はここで収穫予測表や材積表調製のための現地調査をすすめています。こ

こはp.elliottiiを中心に全くの平地林に広々とマツの造林地が展っています。最初ここを踏査した時は

広大な平地林とマツ一斉林の景観1こ目を奪われたものでした。しかし回を重ねて調査をすすめるうちにそ

の景観にも見飽きてしまい，最近はむしろ一斉林の単純な林相や下草木一つないき鹿な林内の状態に一沫

の空しささえ覚えるようになりました。地床には生長旺盛なマツの落葉が腐植することなく l0~2 0 r.m 

の厚さで堆積しています。マツばかりの大面積造林地，ユーカリばかりの繰り返し造林地では．この先，

地力維持，増進の点でどうなるんだろうかという危惧の念が，土壌に関しては全く索人の私にも湧いてき

ます。生長がいいだけに樹冠のうっ閉が早く太陽光線が殆んど入らないため下草植生が全く見られないの

が気になります。森林院にも土壌の研究者が 1人居ますが，マツの場合，歴史が浅いため土壌遷移につい

ては未だ研究されていないということです。踏査で廻った他の何箇所かの州有林や民有（会社有）林， M-

OJ i-Gua<;u'Sao Simao'Luiz Antonio,Manduri等でもこの状態は殆んど同じでした。病虫害の発生は

マツに対しては政によるマツ葉の食害の他，今のところ見られないという説明ですが，一旦，病害あるI,ヽ

は虫害の大規模発生があった場合のことも考恩に入れる必要を痛感します。梢栽時，大面栢一斉焼き払い
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による地栴えも気になることの一つです。

ユーカリの場合，繰り返し造林の結果，生長祉が漸次減少の兆しが認められるという説明ですが，数量

的には把握されていないようです。また第 1回皆伐以降2~3本の萌芽更新も実際は予算不足の故か放置

されたままに数本が群状更新されているケースも多々見受けます。これについても萌芽本数別材積生長量

の比較チェックがその施業法確立のための研究課頗の一つとなりそうです。マツに対するha当り植栽本数

の決定も作業手段，すなわち機械化造林や造林後の機械除草の車輪の巾に基づく可否が先行した植栽間隔

が第一条件として選択されているといった傾向がうかがえ，遥正本数の検討までは手がつけられていない

やに感じられます。現在，Aguasde Santa Birbaraでは植栽間隔2.0mx2.8m,ha当り 1,800本の植栽本数

で造林が実施されていますが，これも植林用穴堀機械および造林後の除草機械の車輪巾が基準となってい

るものです。

ともあれ．見渡す限りといった感じの広大な面積に対し短伐期一斉単純林が造成されているこれらの森

林が，果して流域管理を含め，いわゆる公益的機能の面でどのような結果を醸するかが，サンバウロ州の

林業における今後の最大の研究課題の一つになるのではないかという思いです。プラジルにも有用広葉樹

がいくつかありますが．これらは既に枯渇寸前にあると耳にします。これら有用樹種のテスト造林あるい

は混植の実行は私たちの興味あるところですが，造林の実紹（データ）が無いこと，および長伐期の故に

森林院では関心の外にあるようです。こちらではより生長の早いもの，そしてより収入に結びつくもの，

という考えが強いやに憾じます。結果的には材質の低下と経済不況に起因する甜給関係の乱れを来たして

いるといった実状にあります。また造林樹種に対する収穫予測，材稲表等の不備不完全さ，基礎的測定器

具の不備等とあわせ，エンジネイロの林業に対する思想や姿磐等がサンパウロ州における今後の林業にと

っての問頗点の一つであると指挙できそうです。なお，これらの問頗点は一方では私自身の勉強と受け止

め，日本の皆様のご指迎，ご助言をいただきながら調査研究に取り組んでおります。今後ともどうぞよろ

しくお願い申し上げます。

プラジルの林業教育の概要

プラジルでは現在下記の 6大学に林学部が設けられており，林学林業に対する高等教育，実践教育が行

なわれ，毎年約200名の学生が卒業しているといいます。

Sao Paulo州立大学林学部（ S函 Paulo州Piracicaba市）

国立Para悶科大学林学部 (Para州 Belem市）

国立SantaMaria大学林学部 (RioGrande do Sul州）

国立Vic;osa大学林学林学部 (MinasGerais州Vic;osa市）

国立Ri o de J ane i ro此業大学林学部 (Riode Jane i ro市）

国立Parana大学林学部 (Parana州Curitiba市）

これらの各大学林学部における教育課程は， H本をはじめ先進諸国のそれと大差はないようです。ただ．
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これら林学部の設立がVic;osa大学の I9 6 0年を最初とし， Parana大学の I9 6 3年がこれに次ぎ，他の

大学はいずれも 7,8年前と新しく，そのため施設や教授陣スタッフ等についての充実は今後に待つとこ

ろが大きいとされています。なお，これらの林学部設置以前は殷学部門の中で樹木論，あるいは林学概論

といった内容の講義がなされていたもののようです。この他， ManoeI Carlos Oon<;al ves殷業畜産大学

(s函 Paulo州Espiritodo Pinhal市）， s函 Paulo州立大学Luizde Que i roz農学部 (SaoPaulo 

小卜IPi racicaba市）， Botucatu大学殷学部 (s函 Paulo州Botucatu市），Jaboti cabal大学／盟学部

(s函 Paulo州Jaboticabal市）， Paraguac;uPaul ista股科大学 (SaoPaulo州 Paragua<;uPaulista 

巾），等の各大学でもかなりの内容について林学の講義が行われている模様のようです。かくして林学，

枯業に対する大学教育は次第に整備・拡充されつつあるようですが，一方，多数ある高等学校では林学コース

は無く，そのため中堅あるいは現楊技術者の従成教育機関は不十分のようです。また林業に対する実務技能の教

育｀つまり職業訓練の類についても体系的なものは全く行われていないようです。

日常生活について

日常生活の基礎となるものは言葉ではないかと考えます。プラジルはご存知のとおり南米では只一つの

ポルトガル語圏の国です。プラジル化したこのポルトゲースについは年齢のせいか能力の故か， 9カ）」を

過ぎた現在でも簡単な日常の挨拶の他はさっぱり，といったところが偽らざるところです。幸い私のカウ

ンターパートのうち 2名は日系二世のプラジル人で日本語が判りますので，カウンターパートの日本語の

勉強（？）を兼ねて通常は日本語で用を足しています。 2年間の派述期1ii]中の成果はカウンパートに対す

る日本語の“移転”だけだったということにならなければ，と案じているところです。囚みにプラジルで

は英語は殆んど通用しません。サンバウロ市は人口の 1割近い日系人が住んでおり，そのため家族の H常

！［店にはさほどの不便も感ぜず，その点，恵まれた外国といえましょう。子供たちはサンパウロ日本人学

校で週 2回ポルトゲースを習っており，そのため緊急の買い物など，小3の末っ娘を逍成に引っぱり出すこ

ともf支々です。子供は図境や言葉への順応が早いのには驚きます。日用必海品は日本食を含め質やデザイ

ソさえ問わなければさほど不便も感じません。ただ日本食品は 2~3倍以上のf,::1さにつきますが・・・。また

プラジルはインフレが激しく，年間 IO 0％とも I2 0％ともいわれる戌しさで， 11毎月1i}に物価が1．っ

ていく恙じです。物価は昨年4月看任時に比し殆んどが倍以上になっています。また治安0)悲さも氣にな

るところです。出張中の食事の迩いは私にとって閉口させられることの一つです。プラジル疫は一般に油

✓,こく味も強いため，年齢のせいかつづけてとなると些か僻易させられます。そのため出ik中は決って胃

脳の凋—fが狂い，山では緊急のキジ打ちに走ることも度々です。ところが山は ‘I’・地林の上 1< f,’i柏 It．も全く

無く，どこまでも見逍しがいいため，その揚所探しがまたひと苦労です。林地保全のみに止まらずこの点

でも卜草柏生の緊茂は必要と切実（？）に痛慇している有様です。

表幽とかけ離れた，とり止めもない内容になってじまい巾し成けありません。たまたま私たちのリーダ

ーにより林業技術瓜476(1981・11)に詳しい紹介文がありますので，内容の不足等についてはこれを
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参照し，補っていただければと思います。
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